
青少年のための
生きる技術としての
ゲージツ学校

2016年
6～8月開催

鷲田清一
哲学者・わしだきよかず

美術家・もりむらやすまさ

森村泰昌
×

　 もし「閉店したナイトクラブをアートがうまれる場所にせよ」と
　 言われたら、あなたはどんな空間を想像しますか？  
このゲージツ学校は、高校生のみなさんが街の新たなアート空間を構想し、その場所のデザインやそ
こでおこなわれる活動内容を計画するものです。６月から７月にかけて、サポート講師とともに調査
や制作活動を行い、８月に発表します。発表会では、哲学者の鷲田清一さんと世界的に活躍するアー
ティスト森村泰昌さんとともに、最終計画をさらに検討します。これからの仙台をおもしろくする方
法を一緒に考えてみませんか！

高校生
大募集！

鷲田館長による
ガイダンス開催
5月15日（日）
　 13:00－15:30　
参加無料・事前予約不要
せんだいメディアテーク　
　　　　　　　７階スタジオ

このイベントで何をするの？
森村さんてどんな人？
メディアテークの鷲田館長が
説明会でお話しします。
まずはお気軽にご参加下さい。
直接会場へどうぞ。

5
15

詳細は裏面をご覧ください

森村泰昌「肖像（ゴッホ
）」

（ 説 明 会 ）

主催：（公財）仙台市市民文化事業団



■講師紹介

森村泰昌（もりむら･やすまさ）
美術家。有名な絵画や写真作品の登場人物に扮したセルフポートレイト写真を制作。2014年ヨコハマトリエンナーレ芸術監督。現在、
国立国際美術館で個展「自画像の美術史 「̶私」と「わたし」が出会うとき」を開催中。

鷲田清一（わしだ･きよかず）
哲学者。せんだいメディアテーク館長。京都市立芸術大学学長。哲学的な視点から、ファッション、アート、身体などを論じる。お

」ばとこの々折「に聞新日朝在現。どな）年4102 書新波岩 （』 方い使の学哲『、）年6991庫文芸学まくち（』宮迷のドーモ『に書著なも
連載中。

タノタイガ【サポート講師】
立体造形、映像、パフォーマンス等、多様な表現手法によって、社会制度やルールなどの記号性を誇張した風刺的表現を行う。主な
展覧会に、2007 年「アートみやぎ 2007」（宮城県美術館）、2009 年「現代美術も楽勝よ」（水戸芸術館）、2012 年「水と土の芸術
祭 2012」（新潟）など。

◇対象　　　

◇参加　　　無料　
◇定員　　　20名（18歳以下は保護者の同意を得た方）
◇申込方法　

◇お申込み・お問合せ
　せんだいメディアテーク   企画・活動支援室
　〒980-0821　仙台市青葉区春日町2-1
　TEL : 022-713-4483  FAX : 022-713-4482
　Email：office @smt.city.sendai.jp
　www.smt.jp

6月 4日（土）　　　13:00－15:30    オリエンテーション

7月 23日（土）       10:00－15:00　  写真家・志賀理江子のアトリエ 訪問バスツアー

発表までの期間　　　制作活動期間        ＊各自で調査や制作をおこなう

8月 6日（土）　      13:00－15:30　  発表と対話１
 　　　　　      森村さん･鷲田さんによる講評会（リハーサル）

   　 7 日（日）           9:30－12:00　  講評をうけての修正作業
 　               　13:00－15:30　  発表と対話２（一般公開） 
 　　               来場者へ向けた発表と森村さん･鷲田さんの講評

哲学者、世界的アーティストと学ぶ「ゲージツ」の醍醐味

美術家　森村泰昌 哲学者　鷲田清一
（せんだいメディアテーク館長）

閉店した

ナイトクラブを

アートが　まれる

場所にせよ !

原則として高校生優先とします

詳細は5月15日のガイダンスでお知らせ
します（せんだいメディアテークのウェ
ブサイトでもお知らせします）

う

このチラシはリサイクルできます


